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農
業
者
等
の
意
見
交
換
会
で
出

さ
れ
た
課
題
等
を
受
け
て
、
５
月

28
日（
火
）、「
真
室
川
町
６
次
産
業

　
町
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む

に
あ
た
り
、
農
業
な
ど
を
営
ん
で

い
る
方
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
把

握
す
る
た
め
、
５
月
22
日（
水
）に

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
会
に
は
、
真
室
川
町

農
業
協
同
組
合
、
も
が
み
北
部
商

工
会
真
室
川
支
部
、
食
品
製
造
業

者
、
産
直
な
ど
か
ら
約
30
名
が
参

加
し
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

農
林
業
に
お
け
る
課
題
や
解
決
に

向
け
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

主
な
課
題 

●
担
い
手
・
後
継
者
不
足 

●
特
産
品
が
少
な
い 

●
産
直
が
少
な
い 

●
セ
ー
ル
ス
・
販
売
力
不
足 

●
生
産
基
盤
の
整
備
不
足 

●
農
産
物
の
地
元
消
費
が
少
な

　
い 

●
地
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

　
る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
少
な
い
。 

ア
イ
デ
ィ
ア 

●
農
作
業
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

　
し
て
、
都
市
部
の
消
費
者
と

　
交
流
を
行
う 

●
町
民
に
町
産
品
の
良
さ
を
知 

課
題
は
？ 

　町の基幹産業である農業は、米価の低迷、就農者の減少、担い手の高齢化や後継者不足など

非常に厳しい状況にあります。さらに農林水産物の輸入自由化・産地間競争の激化や消費者ニ

ーズの多様化などにより、大きな変革の時期に直面しています。 

　こうした状況に対応し、町の産業振興を図るために、町の特色ある様々な農林水産物等を活

用した新たな付加価値を生み出す農林水産業の６次産業化に積極的に取組み、『もうかる農林

水産業の実現』を図っていきます。 

　
短
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
ま
と
め
上
が
り
、
町

の
農
林
水
産
業
の
将
来
に
対
す
る

真
剣
な
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。 

　
っ
て
も
ら
い
、
お
中
元
や
お

　
歳
暮
の
品
物
に
積
極
的
に
活

　
用
し
て
も
ら
う 

●
梅
の
加
工
場
な
ど
の
働
く
場

　
を
設
け
、
若
者
を
雇
用
す
る 

●
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を

　
つ
く
る 

●
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
（
真
室
川

　
ガ
ー
ル
？
）
を
結
成
す
る 
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化
推
進
本
部
」
を
設
立
し
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
は
、
農
林
水
産
物
や

農
林
水
産
加
工
品
の
販
売
ル
ー
ト

確
保
が
重
要
で
あ
り
、
作
り
手
と

売
り
手
の
連
携
が
必
要
と
の
意
見

や
、
女
性
の
視
点
を
活
か
す
べ
き

と
の
意
見
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
本
部
は
、
町
と
農
協
、
商
工
会
、

山
形
県
、
生
産
者
組
織
、
加
工
販

売
業
者
、
金
融
機
関
な
ど
で
構
成
。

多
様
な
主
体
の
連
携
の
も
と
で
、

町
の
６
次
産
業
化
を
積
極
的
か
つ

総
合
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

  

　
今
年
度
は
、
本
部
の
下
に
専
門

部
会
を
設
け
て
、
『
農
林
水
産
業

が
も
う
か
る
』
た
め
の
議
論
を
重

ね
、
町
の
６
次
産
業
化
に
係
る
具

体
的
な
戦
略
策
定
を
目
指
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
農
林
漁
業
者
等
を
は
じ

め
と
す
る
町
民
や
事
業
者
の
方
に

対
し
て
、
６
次
産
業
化
を
よ
り
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
種
Ｐ

Ｒ
活
動
や
研
修
会
開
催
の
支
援
な

ど
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

真室川６次産業化推進本部設立会議真室川６次産業化推進本部設立会議 真室川６次産業化推進本部設立会議 

主
な
推
進
方
向 

①
特
色
あ
る
農
林
産
物
を
活
用

　
し
た
新
た
な
農
林
産
加
工
品

　
の
開
発 

何
を
す
る
の
？ 

②
農
林
産
加
工
品
の
安
定
的
な 

　
流
通
販
路
の
開
拓 

③
市
場
や
消
費
者
に
よ
る
評
価

　
の
高
い
優
良
作
物
の
作
付
け

　
拡
大 

④
農
用
地
の
高
度
利
用
に
よ
る

　
農
産
物
生
産
の
拡
大 

⑤
担
い
手
人
材
育
成
の
充
実 

⑥
安
定
し
た
農
産
物
の
産
出
を

　
確
保
す
る
た
め
の
生
産
基
盤

　
の
充
実 

⑦
廃
校
施
設
等
を
利
活
用
し
た

　
新
た
な
農
林
業
ビ
ジ
ネ
ス
の

　
推
進 

　
農
山
漁
村
に
存
在
す
る
様
々
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
農
林
漁

業
者
が
生
産
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
加
工
・
流
通
販
売
ま
で
行
っ

た
り
（
例
…
作
っ
た
農
産
物
の
直
売
）、
農
林
漁
業
者
（
１
次
産

業
）
が
２
次
産
業
（
製
造
業
）
や
３
次
産
業
（
小
売
業
な
ど
）
と

連
携
し
て
新
し
い
産
業
を
作
っ
た
り
し
て
（
例
…
町
の
特
産
品
を

加
工
し
て
の
新
商
品
の
開
発
）、
所
得
を
増
大
さ
せ
、『
も
う
か
る

農
林
水
産
業
を
実
現
』
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

そ
も
そ
も
、
６
次
産
業
化
と
は
？ 

●
１
次
産
業
×
２
次
産
業
×
３
次
産
業
＝
６
次
産
業
！ 

●お問い合わせ先…真室川町産業課 農林担当　 62－2111（262・263・268） 

　平成25年度から、町農業の将来を担う農業後継者を育
成するための制度をつくりました。新たな取り組みを行な
う場合に、対象となる経費の1/2（上限：個人10万円、団
体20万円）を町が支援するものです。新しいアイディア
を募集しています。詳しくは産業課農林担当にお問合せく
ださい。 

認定農業者、新規就農者、 
経営改善に意欲のある農 
業者、団体・グループ等 

新規作物の導入検討 
農業の６次産業化を図る取り組み 
県外・県内での先進事例研修 
公的機関が実施する農業関連研修への参加 
講師招聘による講演会の開催　等 

研修参加費、交通費、 
講師謝礼、会場借上げ 
費　等 

対象者 

取組内容 

対象となる経費 
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真剣な眼差しの参加者 
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